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（裏面につづく）

　雨がふっているときは、傘をさして自転車に乗ってもよい。

　大型車のそばを通る時は、運転者に気づかれていない可能性があるので気をつける。

　自転車で歩道を走る場合、歩行者のそばを通るときはすぐに止まれるスピードで走行（徐行）す
る。

自転車のルールテスト（中学生）

正しいものに○、間違っているものに×をつけましょう。

問　　　　題

　歩道がない車道に白線で区切られたスペースを路側帯といい、白線が1本でも2本でも自転車
で通行することができる。

　危険でなければ携帯電話を見ながら自転車に乗ってもよい。

１．

　赤信号で横断中に車と接触したが、けがもなく、自分が悪いので警察には通報しなくてよい。

　この標識は歩行者用道路の標識であるため、自転車で走ってはいけない。
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こたえ

正しいものに○、間違っているものに×をつけましょう。

問　　　　題
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１１．

１２．

１３．

１４．

１５． 　歩道に歩行者がいて通れないときは、よけてもらうためにベルを鳴らしてもよい。

　商店街に人がたくさんいても、自転車に乗ってもよいところであればスピードを出して通り抜
けてもよい。

　自転車横断帯がある交差点でも、自転車は車両のなかまであるため、車両用の信号機に従う。

　　自転車に乗るときはヘルメットをかぶらなくてもよい。

　大人は自転車保険に加入しなければならないが、１３歳未満の子どもは加入しなくてもよい。

　自転車は２台までなら横に並んで走行してもよい。

　自転車の左のブレーキは壊れていても、右のブレーキが十分かかるのであれば、少しなら自転
車に乗ってもよい。

１０．

　見通しの悪い交差点でも、ほとんど車が通らないところではスピードを落とさずに走ってもよ
い。
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